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　このコーナでは，ARMプロセッサとFPGA（Field 
Programmable Gate Array）が1チップになったザ
イリンクスのZynqと，アルテラ（インテルの一部
門；2015年末に買収完了）のSoC（Cyclone SoCや
Stratix SoC）を対象に，これらを効果的に活用する
ためのさまざまな話題を取り上げていきます．
　今回は，ZynqのFPGA部の回路の設計で用いる
Vivado HLxを取り上げます．2015年12月にバー
ジョンアップして，C言語記述からの回路の合成（高
位合成）が無償版でもできるようになりました．C
言語による回路設計が身近になれば，ソフトウェア
の開発経験が豊富な方にとってはFPGAを活用しや
すくなるはずです． （編集部）

　Zynqの開発ツールVivadoは，2015年12月に2015.4
がリリースされました（執筆時点で早くも2015.4.1に
なっている）．これにともない，ツールの正式名も，
Vivado Design Suite HLx Editionに変更になりまし
た（図1）．
　今回のバージョンアップによる大きな変化は，無償
版（WebPACK）でもC言語記述からHDL記述を生成
するHLS（High Level Synthesis；高位合成）が使用可
能になったことです．そこで本稿では，Vivado HLx
の機能の概要を紹介するとともに，C言語記述からの
回路の合成の実際を紹介します．
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● 最新版になって変わったことを整理する
　まず，Vivado 2015.4のリリース・ノート（1）から特
徴を整理します．
・Vivado Design Suite - HLx Editionに名称を変更
・HL System Edition，HL Design Edition，HL 

WebPACK Editionの3種類がある（表1）
・高位合成ツールであるVivado HLSが無償版でも

利用可能
・Vivado HLSで，ISEツールでのみサポートされる

デバイス（Spartan-6やVirtex-6など）もターゲッ
トにできる（このリリースが最後になるため，古

いデバイスをターゲットとするには，このバー
ジョンを使い続ける必要がある）

● なんと! 無償版でC記述から回路が合成できる
　このように今まで無償版（WebPACK）では使用で
きなかった，HLSツールが使用可能になったことは
とても大きなトピックスだと思います．また，従来
ISEでしか使用できなかったデバイス（Spartan-6な
ど）も対応しています．すごいことになってきました．

● 低価格ZYBOボードの開発なら無償版でも 
機能の制限がない

　Vivado HLxの各エディションの機能の違いを確認
すると（2），無償版の「Vivado HL WebPACK Edition」
と有償版の「Vivado HL Design Edition」とは，ター
ゲット・デバイスのサポート範囲が異なるだけで，ほ
ぼ同等といえそうです．低価格ボードZYBOの開発
なら無償版でフル機能が使えます．

図1　なんと無償版がC記述対応に! ARM FPGAザイリンクス
Zynqの回路設計環境Vivadoのページ
無償版（WebPACK）もこのページからダウンロードできる．
http://japan.xilinx.com/products/design-tools/
vivado.html
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